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日 新製鋼株式会社南陽工場納

4′480kW四重熱間粗圧延用電気設備
The Electric Equipmentfor4HighRoughingMillDelivered

to the Nisshin Seiko Co.,Ltd.

宅 間
Yutaka Takuma

豊* 大 浜 輝 彦*
Teruhiko Ohama

内 容 梗 概

口新鰯同株式会社南陽工場にこのほど口立製作所から 4,480kW主ロールおよび900kW立形エッジャーロ

ールよりなる四重熱間租圧延用電気設備一式を納入し,好調のうちに営業運転にはいった｡この設備はプログ

ラム運転,磁気増幅器励磁によるミルの急速加減速方式などの斯い､制御方式を

設備の概要および特長を紹介する｡

1.緒 E::1

今回日新 鋼株式会社南陽工場へ納入した四窮熱間圧延設備は,

軟鋼あるいはステンレス鋼を粗圧延して仕上ステッケルミルに供給

し,あるいは分塊圧延機として使用して厚板材スラブを製造するも

ので粗圧延機として使用する場合の製〟l厚板は厚さ25～12･5mm,

幅600～1,250mmに及んでいる｡

この装筐は圧延機本体も含め全装置がR立製作所製であり,主旺

延機は四 垂 ロール径915/1,370mm,胴長1,470mm,立ロ

-ルはローラ径1,070mmのユニバーサル形であるっ装置の概略配

置を弟1図に示す｡

この装掛札豊富な経験を有する 減加速急 右耳に,新い､研究

lこよる改良を加えて,多数の磁気増幅器を使用した方式を採用,さ

らにカードプログラム制御装置などの自動化装置とも組合わされて

最高の能力を発揮するように設計されている1

電気設職の主要な特長をあげると,

(1)主圧延電動機ほ双電動機駆動力式で,GD2を小さくし,

用したもので,ここにその

機械的構造をがんじょうに,非常最大回転力を大きくし,整流特

性が良好な構造となっている｡

(2)磁気増幅器の特性を巧妙に利用し,従来から実績の多い

HTD方式を改1注した急速加減速方式笹より,制御用励磁機を縮

小せしめ,同時に逆転時間を短縮し,調整を容易にした｡

(3)上下ロール駆動電動機間の速度および負荷の平衡を,HTD

および磁気脚幅器を用いた方式で,速応性のたかい制御を行って

いるっ

(4)粗旺延機および周辺補機のカードプログラム制御をほじめ

とし,フライングシヤーの運転などに大幅な自動化を行った｡

(5)1亡下,エッジャーアジャスト,フライングシヤーなどの可

変電圧補償にも磁気増幅器を使用した制御を行い,加減速特性を

改善するとともに,プログラムコントロール時などの精度を向上

せしめた｡

(6)直流完電圧補機電源としてシリコン整流装置を用いたの

で,従来の水銀整流器方式に比べ所要面積が小さく,保′~ニ1て調整が

容易であるっ

*
日立製作所日立工場
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第1表 土
l

lも

エローノL直流電動機

動 機 仕 様

単電機子形,他励,補依巻線f･i▲,
閉鎖他力通風,強制給油方式

2,240kWx2台

連 続

:土750V

O′-､-±40rpm 電肘糾御, 定
±40～±100rpm罪磁制御,

ノー一ノ転出同定

常用最大225%,非常最大275%

50-C(阻度訂法)

B 種

__1｣/-

立形エッジャーーーコ･-ル直流電動慨

巻方償池〔.
り
∴
‖

,制
励跡地

.,風
形通子力換地賃鎖複閉 掛

式

450kWx2台

通 続

=ヒ750V

O-士200rpm電け淵J御,気三l‖一転プJ
士200～±600rpm界磁制御,産出力

常用最大225%,非常最大275%

50つC(温度計法)

B 種

第2表 イルグナ変流機仕様

形 式

川 転 数

最大川力

温檻 卜界

絶 縁

櫨 数

航人すべり

~lリコmル直流
発電機

単電機子形,他
励,補依巻線付,
閉鎖他力通風,
強制給油方式

一2,50(IkWx2台

連 続

士750V

514rpm

275%

50つC(ノ砧ま臥汁法)

B 種

空警昌益義品靂P!三相誘闘動機

単電機子形,
励,補鮭巻線イ

他L

閉鎖他ノ｣通風,

式万油絵制強

5()OkW)〈2f†

迎 糀

±750V

514rpm

275%

501Cし温度計法)

B 種

蓄

冷油己制白磁
他通鎖制閉感軌
礼
式
線
元
方
巻
力
凪

5,000kW

連 続

6,600V

514rpm,60(∪

275% l

50つヰ‡ニ違コ)宰
B 種
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電気設備の概要

勢

形却

式環循

tこIl‥

約277T-M2

最大蓄勢勢力

約100,000kW-S
〔6()･ヽリ

封_F三社電動機は2,240kW]三ロール用2台,二弔電機了･形4501くW

iヒ形エッジャーロール用2台,主圧延電動機イルブナセットほ,

乙500kW直流発電機2千丁,500kW直流発

導電動機および100,000kW-Sの蓄

機2台,5,000kW誘

輪よりなる｡

スクリューダウン,ミル前後面フィードローラ,ミル前後f白_iテー

ブル,

ークリ･

′り絹後面サイドガード,エッジャーロールアジャスト,ロ

グロッナシヤーたど使用ひん度の高い忙延補機は可変電虹

制御され,そのほかの圧延補機は定唱口埴二流電動機により駆動,制

御される｡

3.回転機の仕様と特長

主磯回転機の仕様は弟l表および弟2表に示すとおりである｢

3.】主 電 動 機

3･】.1双電動機富区動方式と電動轢構造

キロールl自二流電動機は双電動機駆動力式のた～ノ〕ピニ

オンスタンドがな1∴ ユニ′ミーサノしカップリングによ

り~一にロールに巾結される｡ユニ′ミ】サルスピンドルは

良人なものであるので油J｣三シリンダによりささえられ

る振｢･式ヤッドによる嘔量平衡装腔が設けられてい

㌫寺

､
+
▲
■
■
■
-酌破レ･ロる る スラストや,ユニバーサルス

ピンドルおよぴカップリング部分イl休より発生するス

ラストほ電動機の負荷側軸受に設けられた頑強克スラ

ストカラーiこよi)受けられる構造とした｡

3.L2 整 )充

粗圧延用 動機では急速加減速ふるいは圧延材のか

み込み時などに大きな過負荷tE流が流れ,これらがひ

ん繁に繰返されるので整流特性の向上には特に汀意を

払った｢すなわち特殊ターニングプレス,マイクロウ

エーブ探査帯などの採州によって整流J･の_~L作精度を

十分高めるとともに過負荷腰流相生の良好な特殊刷一子

評
三ノゝ

白銅 第43巻 第8号

および刷~1'･佃`拍手を阻11し,また電機~｣′･巻線に■~翫軒数方式な採川

Lでノ己仝な均u三効果をもたせるようにしたなどである._1さらに過

江即寺整流の改善用として補極,補償巻紬こ対してほ分路リアクト

ルを採Ji=ノた｢策2図は]ミロー′L駆動上ノi-E動機の外観なホす〔

3･2 立形エッジャ一口ール用直流電動機

虻形エ､ソジャーロールは粗旺延･-‡-1に生ずる任延材の構振りを修

】一三Lて什上i)材の幅を所定､ト法に維持し,かつ良好な端面を得る

ためのものである｡本ミルにおいてはエッジャーロールはエロー

ルの前面側に設けられており,奇数パスにおいて上記雁沼‖｣f延

が行われる｡この場合主水､1エロールによる圧延もl柑時に行われる

ので圧延付を介して両者が結合された状態となるので電動機問の

速度協調,fl荷分担が考慮されなければならない｡各々のロール

用達はドラフトを考慮して電動機の最高回転数において約15%,

基準速度において約30%だけ主ロールのほうが速くなるようにエ

､ソジャーロールの減速比が設定されているが,主ロールの虹下調

葉やエッジャ一口ールの速度調紫不良などの際にエッジャー電動

機に無理な過れ荷がかかることのないユうに発電機せ稲守特性と

している√=.

策3図ほエッジャー電動機の外観を示す｡

3,3 イルグナ変流横

イルブナ変流機の配列は,据仙ナならびに回転ノJ伝達の点から最

ヰ)い小転j′一献読の大きい蓄勢職藻小心に,誘噂1定朝機およぴ2,500lくW

山流発′【封幾2子?,500kW直流_発電機2f一新帥IHこ振り分･:

した.第4区】はその外観宣旬十ト

7一軒て

ー
ト
ー

3.3.】直流発電機

Ⅰ】′〔流発電機ほ羊電動機とl･胡乱がんじユうな構造と良好な櫓流

をうる{tう.設計酎′ドされた二.継鉄ほ債楢構造とし,過沌叫の整流

な考慮し,また過大貞荷時,すべり調憾需が働き,速度が低下し

た場合ても十分に所賀のざ_壬川を†プ鴇合しうるrtうにLた､､二′二形エッ

ジャーロールm発電機には垂下特性キ持たせて,エッジャー電動

機の-】一エロー′レ電動機に対する揃連な容易にしている._､

3.3.2 誘導電動棟

イルブナ変流粍の駆動け卜:万)ることを考慮Lて,往航.■用三分,

かん√i部分はすべて巨けなかん合と慮泄1な国定法王揉鼎Lた｡ま

た情1定j′一巻軌こほ1】J仁SI-S17ニスによる絶縁七採用しているた

め.tan′7,絶縁耐ノブ,絶紬1Ⅲ〔たどの電k特性ほもーと)ア)ん,強度,

柔附′1÷などの塵紙冊川てヰ)-~巨=したものとなっている)

3.3.3 蓄 勢 輪

定借速度5】4rl〕1ユーニーけぃて蓋情エネ′しギー川0,nOOkW--Sを有
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4,480kW 四 賀 熱 間 椚 圧 延 用 電

第3岡 9nnkW正形エ､ソジー17-1l′(流電削機

第4図 5,00〔)kWイルグナ変洗機外観

するもので,主要部分たるリムは扇形高抗張プJ旺延銅板な熔はし

て1体リングを形成し,これを各熔接部分を小神童ずつずらして

多数リングを杭み重わ,リーマボルトで削刷･こ結合して1件の現

状に宗成Lたものである なお損失の畔瀾と騒古低~卜のため,回

第3表 叫■変碇肛補機l鮎甘電動機--･覧衣

肌

ミルアプロ【ナチー ソル:75

ミ ル前後両ナ ー
′ ル.110

フ イ】トド
t~

ラi26
ス クリ ュ

ーー ダ ウ ン!75

ミ/しウノアウトテー∵ル■ 55

220′ノ440l485′邪01.桐山欄胞加摘2･JEM61･1

l l

ミ几前=実作車サ1｢トンケーー

エッンヤーローノL~r∵ヤプト

ロ一夕リ･クロ ッ
ソ シ ヤ ーーー

JEM616

JEM608

JEⅣⅠ614

JEM612

JEM606

JEM606

JEM618

エッジャーフィート り - ニラ 271220/′440毒115/′2301連続Ir別銀地ノJ過軋2!JE九4616

第4表 定電批禰機直流電動機▼･覧表

フ ■′ 一1･~7.ソ
ニ/l▼ - 55

ファーTスー~∴り一べ1】 37

220;515./1,030.1叫lTち】

22(1 550

クr】ップシヤーーー■り~イト/ノーー1 5.5 22n 90()

2:JEM612

1iJEM610
1!JEM602
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面を入念に仕上げるとともに特殊の2重腰板

製カバーを設け,また他力通風により過熱を防(こヾ構造

とした｡

3.4 圧延補礫用直流電動機

ロータリ･クロップシヤー150kW電動機なはじめ,‖†

変電任補機および定電旺補機用直流電動機はJEM-1109

規格に準拠したJEM600番形直流電動機を使用してお

り,慣性能率(GD2)が非1和こ小さく,機械的および電

気的な過負荷耐畳は非常に大きなものとなっている.弟

3表に叶変電圧補機電動機,第4表に定電圧補慨電動機

の一 表を示す｢

3.5 通風冷却装置

電気室引こ設置さjtた主機にはすべてダウンドラフト通

風方式を採用したrJこの方式は電気室の温度上舛を防く､'

と同時に押込通風と誘引通風とを節用することにより電

気室のJ~Eノ〕をわずかi川IJとすることができ,鉄し1-ん,ほ

こりなどの電気雪上＼の侵人を防ぐことができる利点むも

っている｡ダウンドラフト風量ほ5,1201--3/1-1inで,州

込風量は8,800Il13/nlinである｡なおミルヤードにおか

れる電動機の通風はアップドラフト方式せ採川した∪

4.制 御 装 置

電磁抜触器,主幹制御器,磁気増幅器,制限開閉器,

電磁ブレーキ,滑調整袈腔などの制御装踪は,製鉄川と

して実績と定評せ有するものを使川しているかし3)てIilj御

方式として今回新たに採用した方式について述べる.J

4.】主電動機の制御

主電動機の概l略制御結線区iを弟5図に′Jミす.

4.1.1発電機電圧制御

圧延電動機の加減速はその基準速度40rp11-までほ

発電機の電∬制御により行われる｡電動機の理想怖庖

急速加減速には,発電機,励磁機,HTl)などカ1それ

ぞれ適切な波形となるよう制御しなければなど)な

い(1)～く3)｡そのため発′電機,励磁機,HTDの特定数の

短縮,特殊な引iり御方法などカ∴必要でお)るか,従来の

HTl)プチ式の場合(3)ほ,HTGの;T;IJ御巻線中,了｣;り御井磁に大きな

定励磁を与えておき,一方発電機電肝と制御励磁機′蘭仁とる｣七較

し,発電機電圧が励 より高くなったときにtlTGの帰還

巷線に焔還電流が流れるような非直線Ii】一路を川いた_｣

本装置においては,制御励磁機および非直線制御川の 流岩旨,

電磁接触器などをとりやめ,磁気増幅器の非直線拍性せ巧みに刑

f-1=ノて回し､効果なあげ,また調整が容馴こなるように謂.汁され

たし-.

すなわち,発電機電圧指令および充′電機電疋帰還ほ,それぞノれ

磁気増幅器MAlの制御巻線fl,f2にゾーえられる.｣発電機`占臥仁帰

還か,発電機電仕上昇とともに増加してfl巻線の`最LH~旨令他に近

づくまでは,弟d図の軌作説明図に見られるように,f,の界磁電

流の伯れ f2のそれよりもずっと大き-いために,磁1も増榔器MA

lはその飽和範粥で動作している｡したがってHTDにほ磁気

増幅都MAlの飽和電流値の大きな一定電流がケ･えられHて'D電

圧,Lたがって励磁機,発電機電圧は急速に虐線的に_1二対する′-)

発電機電圧が電圧指令値に近づき,f2の帰還電流証flの電圧指

令電流とほぼ等しくなってはじめて磁気増幅帯はその比例動作穐

囲で動作し,fl,f2は平衡動rF点に達し,発電機儲井上柚よ仲Il

すろ｡すなわち,磁気増幅館の適切な設計によ㌢制御励磁機,整

流機,および接点よりなる複雑な制御回路射酬舶ヒL,調整を容
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第6図 電圧制御磁気増幅器の動作

易にすることができた｡弟7図に電圧制御による電動機加減速の

一例の電磁オシログラムを示す｡

4･l.2 電動楔界磁制御

圧延 動機の基準速度以上での加減速は,電動機の界磁制御に

よって行われる｡界磁制御HTD,HTMは,従来制御励磁枚を用

いて励磁されていたが(3),本装置では電圧制御の場合と同様に制

御励磁槻をとりやめ,磁気増幅器を用いた｡すなわちHTMは磁

気増幅器MA3により励磁され,MA3は 動政界磁電流指令を

flに,電動機界磁電流帰還をf2に与えられて,電動機界磁電流を

制御する｡界磁制御加減速においては,界磁電流の変化は,界磁

流のときには急速に行い,界磁 流が小のときにはその値に応

じて界磁変化を小とする必要があるが(い(3),界 磁 減速の

電流が生じやすいので,整流2翫こよる力向性をもった制動回路を

設け,界磁強めの際,界磁電流小の間の界磁電流の立上りを押え

るとともに,HTMにはflのMA3出力のほかに,f2に一定

磁電流が与えられてHTMのオーバシュート量が,加減速に対

してそれぞれ適切な値となるように考慮された｡すなわち,減

24

第7国 主電動機基準速度から基準速度までの

加減速オシログラム

時のHTD入力のオーバシュート量はMA3の飽和 流値からf2

の逆励磁電流値を引いた値と設定動rl三点の差で定まり,加速時の

オーバシュート量は,MA3の動作点が で振れるの

で,逆励磁電流値と設定動作点との差で定まるから,それぞれを

適切な値に調整することにより,電動機界磁電流変化を調整する

ことができる｡弟8図に旺延電動機の最高速度から最高速度まで

の加減速の電磁オシログラムを示す｡

4.1.3 過 電 流制限

従来過電流制限の設定には,専用の励磁機LEとセレン整流器

によるデッドバンド特性を用いていたが(3),この装置では,励磁

機などをとりやめ,磁気増幅器をプシュプルに使用し,弟9図の

ようなデッドバンド特性をもたせ,全く同様な作用を行わせて回

路を簡略化すると同時に速応性と利得の増大をはかった｡

の

動機

流能力は界磁が弱まると減少するから,電流制限用磁気増幅

器には,その界磁巻線に,定電圧電源から与えられる定励磁と,

電動機界磁抵抗の 圧降下よ 争えられる電動機界磁 流に比例

Lた励磁とが与えられ,電動機界磁電流が大の場合には電動機
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回転数

■

第8国 主ロー′レ最高速度から最高速度までの加道連オシノログラム

第9国 電流制限磁気増幅器の動作

流制限値の幅は大となり, 動機界磁電流が小の場合には電流制

限値の幅は小となるように設計されている｡

4.1.4 上下ロール電動楔の平衡

双 動機駆動方式においては,無負荷時に上下ロールの速度を

適当な関係に設定平衡せしめておき,圧延中には負荷電流を一定

の割合で平衡させることが良好な圧延を能率よく行うた捌こ必要

である｡そのため,発電機電圧の平衡制御,電動機界磁電流の平

衡制御および電動機の負荷平衡回路が行われる｡

(1)発 横電圧平衡

直列に接続された上下ロール発電機界磁,発電機川励磁機の間

に,電圧制御用HTDBが弟5図のように接続されており,上下

ロール発電機の電圧差は,プシュプル接続の磁気増幅掛こより増

幅されてBに与えられ,上下ロール発電機の電圧の関係を設定し

た値に保つように制御する｡

(2)電動機界磁平衡

発電機界磁と同様に,直列に接続された上下ロール 動機の界

磁,励磁概の間に第5図のようにHTD｢LB｣が接続されてお

り,上下ロール電動機界磁電流の差は,プシュプル接続の磁気増

幅器MA6のf2巻線に帰還され,fl巻線の上下ロール電動枚界磁

電流差指令と比較,増幅されてLBを励磁し,上下ロール電動機

界磁が設定された値を保つように制御する｡

(3) 動機負荷平衡

圧延中における上下ロール電動機の負荷平衡は,上下ロール

動機の補極巻線と補償巻職の電肝降下を比較し,差滝けせMA5

およぴMA6にケえる｡MA5およびMA6ほ,無什荷運転出に

はそれぞれ私I仁平衡,あるいは界磁平衡のふを行い,上トロール

動機が,設定された速度関係で運転されるようi･こ制御されてい

25
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るが,負荷時にはMA5およびVBは電流大のロール

の発 松電圧をさげ, 流小のロールの発電機電圧を

あげるように電圧を発生し,MA6およびLBは電流

の大きいロールの電動機界磁を強め,電流の小さいロ

ールの電動枚界磁を弱めるように
圧を発生し,上下

ロール電動機電流は平衡する｡電動機界磁による負荷

平衡は長い圧延横のときに有効であるが,これに対し

て発電機界磁による負荷平衡は,速応性が早く,また

低速度においても利得が変らない長所を持っている｡

発電機電圧および電動機界磁による負荷平衡は,いず

れも磁気増幅器の使用により高い利得と速応性を得る

ことができた｡

人2 エッジャ一口ール

エッジャーロールは,弟l表の仕様に示すとおり,電

圧制御と界磁制御が併用されている｡エッジャーロール

は主ロールと同程度に急速な加減速が行われることが必

要なので,主ロールと全く同一の制御方法が用いられた｡

したがって制御回路については省略するが,エッジャー

ロールは圧延時圧延材を通じて主ロールと結合されるた

め,圧延速度が主ロールと協調する必要がある｡この装

置では,電圧制御系に対する電機子電流の負帰還と,発

電機差動直巻界磁とを用い,速応性が高く,安定な垂下

特性を得て,主ロールおよぴエッジャーロール圧延時に

安全で安定な特性を得ることができた｡また,主圧延機

の圧下量の変化に対するエッジャーロールの主ロール速

度に対する関係速度の変化は手動運転時には切替開閉器

により,またカードプログラム運転時にはスケジュール

カードより,発電機 圧制御系の指令に補償値として与

えられ,10点にわたり切り替えて設定することができる｡

ん3 圧下およぴエッジャーアジャスト

圧下およぴエッジャーロールは,カードプログラム運転を行うた

め種々の考慮が払われた｡一言~なわち自動運転時の精度の向上のた

め,低速における運転特性の安定性が要求される｡そのため,圧下

およびエッジャーロールには,垂下特性による2電動機の協調運転

を用いず,2発電嵐 2 動棟がいわゆるサンドウィッチ接続され

て同一の負荷を分担し,速度負荷特性は負荷変化に対して

の少ない特性に

レし
斜度

計された｡また,短時間に良好な調整が行われる

ために,加減速特性には特に注意し,HTDおよび2段の磁気増幅

器によって電圧制御され,主ロールの場合と同 に良好な加減 特

性が得られた｡第10図に圧下制御結線図を示す｡

ん4 ロータリ･クロツプシヤー

フライイソグ･ロータリ･クロップシヤーは,粗出口テーブル端

にて,圧延材の先端あるいは後端の到達を検出して自動起動し,一

回転して切断後減速逆転Lて起動位置にもどる｡したがって,切断

寸法の精度をあげるため,および急速な加減速の必要性から,電圧

制御と速度制御が併用された｡制御結称図を第11図に示す｡すな

わち,シヤー用発電機はHTD,および磁気増幅器MASHl,MASH2

によって制御されるが,HTSHには,電圧指令がそのfl界磁に与

えられ,発電機電圧がf2界磁に帰還されて電圧制御系を形成してい

る｡またf3界磁は磁気増幅器MASIilにより励磁されているが,

MASHlの前段増幅器MAS2には,速度指令がfl巻線に,シヤー

動機パイロット発電機よりの速度帰還がf2界磁に与えられて比較

され,速度制御系な形成している｡したがって,急速な加減

には1･ITDの

l

l

の際

圧制倒系の†′1;川で安定な加減速が行われ,定速度で

で一定 を度精断切て｢し

ー
7
ぺた保力度 l了1J

上させることができる｡



974 昭和36年8月 日 立 評

1.5 自動運転装置

ん5.1カードプログラム制御

粗圧延機および周辺の補磯は,カードプログラム制御装置によ

り自動運転される｡本装置は動作が確実であると同時に,圧下,

エッジャーアジャスト位置などの調整精度が高く,かつ調整時間

の短い日立方式(4)によっている｡自動運転されるものは,圧下位

置,エッジャーアジャスト位置,エッジヤードラフト補償,粗圧

延機周辺補機の連動範囲,デスケーリングなどである｡装置のブ

ロック線図を弟12図に示す｡

圧延スケジュールはIBM標準サイズの

カードの所定欄に穿孔される｡穿孔カード

はカード読取器にかけられ,カード送り押

ボタンを押すと,カードリーダ駆動装置が

動作し,穿孔内容は記憶制御盤に記憶され

る｡

リセット押ボタソの操作により,シーケ

ンス制御装置は第1パス準備の状態にな

り,パス選択は第1パスとなり,記憶回路

より第1′ミスの圧下指令,エッジャーアジ

ャスト指令が読取られて自動的に調整さ

れ,同時に主ロール速度,エッジヤードラ

フト補償,連動範囲の指令などが読取られ

て第1パスの準備が行われる｡パス送り抑

ボタンにより,主ロールおよび連動補機は

クワ∫〝

第43巻 第8号

起動し,光電検出装置Pl～P6の動作により順次加速,減速,

止する｡パス選択は第2/ミスとなり,第2パスの指令が読取ら

れて各制御部に与えられ,圧下およぴエッジャーアジャストは自

動的に第2パスの位置に調整される｡自動切替えが全自動の場合

には続いて逆転に入り,全パススケジュールを完了して圧延材は

仕上に送り出され,第1パスの状態にもどる｡

半自動の場合にほ,各パスごとに｢パス送り｣押ボタソを操作

する｡圧下調整は,現在ロール位置をシンクロ発信機SG,差動シ

第11図 ロータリークロップシヤー

制御結線図

第12国 力ードプログラム制御装置

ブロック線l実】

第10図 圧 下 制 御 結 線 囲
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第13国 力ードプロ グラム制御盤

ソクロSD,シンクロ受信機SRによりA-D変換機の回転角に

変換し,ディジタル符号として取り出し,記憶回路より読取られ

た圧下位匿指令と比較演算し,シーケンス制御部よりの調整指令

き圧下制御磁気増器に幅制御入力を与える｡この装置の詳細

についてはあらためて述べることとし,以下に特長のみを記す｡

(1)仕■Fおよびエッジャーアジャストの位瞑検山および比較漬

算がディジタル量で行われるので精度が高い｡

(2)圧下およびエッジャーアジャストの 整移動距離に応じて

移動速度と減速度が最適となるように計算制御するので速かに止

確な調整が行われる｡

(3)最終パス付近において,高い精度が必要な場合には,スケ

ジュールに微細調整指令を与えて,パルス列入力により安定に精

密な調整ができる｡

(4)ディジタル量の扱いには,パルス動作を避けて直流的な

続信号による動作を用いているので,電源墟乱,誘導障害などに

よる誤動作がない｡

(5)圧下およびエッジャーアジャストの位置検出にほ符引ヒ板

を用い,比較演算にも常に現在位置の絶対値を示す数値を用いて

いるので,パルス計数方式の場合のような演算誤りの積算がない｡
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(6)位置ぎめ制御,シーケソス制御を行う

素および論理要

975

には,トランジスタ論理嘉一rを使

用しており,すべてプラグイン形となっているため,

信頼性が高く保守が容易である｡

第13図に本装置の制御盤をホす｡

4.5.2 出口テーブルおよびシヤーの自動運転

圧延材ほ圧延終了後出口テーブル,シヤーを通っ

て仕上ステッケルミルに送り出されるが,その際の

受け渡しが円絹守こ行われなければ圧延材 面に傷を

生じることがある｡粗主圧延機運転中は出口テーブ

ルは主圧延機に連動して運転されるが,粗主任延機

運転において送出指令が与えられている場合圧延さ

れて出た材料により弟1図の光 検出装置Plが感

光すると,主圧延機およびそれと連動するテーブル

は,ステッケルミルの第1パスの速度にせん達する

ノッチまで減速し, 光 P2の前を,圧延

材の後端が通過すると,粗圧延機出口テーブルの運

転は,粗圧延枚 動から切離されてステッケルミル

連動に切替えられる｡圧延材がシヤー前面に達する

と,光電検出装置により検出されてシヤーは自動起

勤して先端を切断する｡同様に光 検出装置前を圧延材後端が通

過した場合には後端を切断することができる｡

5.結

以上,日新製鋼株式会社南陽工場に新設された4,480kW匹1垂熱

間圧延設備について述べた｡この設備には多数の磁気増幅器を使用

するとともにカードプログラム制御装置など,最新の機器および方

式を用いて

･t-1である｡

設されたものですぐれた性能を示し,現在好 に運転

設計,製作にあたり種々ご指導をいただいた日立製作所日立工場

泉部長,田附部長,平川副部長,日立研究所前川主任研究員をはじ

め,関係各位にあつく感

)

)

)
＼ノ

1

2

3

4

次

白いIl,小野田

前川,小野田

の意を表する｡
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特許第260556号

特 許 の 紹 介 匡.璽N匡弘嘔可嘔亘

ブーム を有するク レ ー

ンの転倒防止装置

この発明ほ,走行および完地荷役時における制限荷重をそれぞれ

別†剛こ検出する荷重制限機構常闇けいした傭仰レバー操作系統にリ

リーズバルブを設け,J†l上荷重が走行荷役荷重をこえるとまず走行

レバーを中正状態にし,さらに荷重が増すか作業〕｣!径が大きくなり

定地荷役荷重に達すると,完地荷役荷重制限機構とリリーズバルブ

との協同作川により僻仰レバーおよび巻_lニレバーを中立状態にさせ

るようにしたことを特長とするものである｡

走行荷役作業時の吊上荷重が制限量をこえていると,リミットス

イッチ11が作動し,マグネットバルブ1ニ】を閉じるので,正気はその

バルブを経て走行ロックシリンダ14に流人し,そのシリこ/ダ内のピ

ストンを抑圧してベルクランク15を巾立位一附こ戻す｡このため走行

レバーは中立位置に変位する｡同時にチェンジバルブ16,17は閉じ

るので,走キ~テクラッチに連結する導管18,19内の圧気ほチェンジバ

ルブを経て大気中に放=されるから,走行クラッチは離脱しクレー

ンの走行ほ不能となる｡この場合,僻仰レバー2および巻上レノミ-

1は白山に操作できる｡

運転者が腑仰レ/∴-を操作してブームを倒したために荷重がその

角度における定地荷役の制限量をこえると,荷重制限機構のバネ6,

カム10を介してリミットスイッチ12が作動し,マグネットバルブ

ノ7

【〝〝()
＼.

④~

l O

l〇-?一旦旦P■
■

つエロ∩

配

♂〝

十

ノ汐

第1図

強制貫流ボイラ小特集

◎U P ポ イ ラ

Vol.43

(次

⊥⊥

IJ-

に つ い て

◎強 制 貫 流 ボ イ ラ プ ラ ント に つ い て

◎350kg/cm2g6500C超臨界Ifカテスト プラ ント

◎新清水発電所納260t/h8&Wベンソソボイラについて

普通 論

◎原 子 炉

◎可 逆 冷 間

◎永 久 磁

◎交流側イン

角

石

旺
の

動
機
全

白
延
安

大のスソダピ

発 行 所

取 次 店

動板起
動〓H

に つ い て

厚 制 御 装 置

率 と 自 然 減 磁 率

きい単相全汲整流回路の曲り

小 平 善 也

21を閉じるので,止気はその/ミルプ,導管を経て腑仰ロックシリン

ダ22に流入してそのピストンを左行させる｡その結果,僻仰レバー

2は小立状態に変位するので,前記走行不能の場合に準じてブーム

を倒すことが不確となる｡

同時に圧気牒牒岐管25を経てリリーズバルブ26のシリンダの下

部に流入してピストンを押し上げる｡その托気はさらにノミルブの切

欠26eを流通し,導管27を経て巻上ロックシリンダ28に流入して

そのビストソを左行させる｡そのため巻上レバー1は中立状態に変

位するから荷重の巻上ほ不能となる｡

窪地荷役作業時の場合,ブームの任意角度における荷重が制限量

をこえているときはもちろん,制限量以下であってもブームを倒し

たために作業半径が大きくなって走行荷役の制限量をこえると,前

述したようにまずリミットスイッチ11が作動して走行レノミー3を中

立状態となして走行を不能とする｡さらにブームを倒し定地荷役の

限界をこえると,リミットスイッチ12が作動して巻上レバー1およ

び僻仰レバー2をそれぞれ中立状態となして荷重の巻上およびブー

ムの傭仰を不能にする｡その結果,クレーンの転倒を未然に防止す

ることができる｡ (野村)
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論 No.9

◎立軸水車主軸セグメ ント軸受の潤滑について

◎高絶縁,高強度,可とう性,

用銅張り精層板

高アーク抵抗性各種印刷配線

◎円 錐 形 電 磁 ブ レ
ー

キ に つ

◎口 立 サ
ー

モ ブ ロ
ッ ク

◎ケ ー ペ 式巻上機 用 ラ イ ニ

◎ス ピ ー

カ 磁 気 回 路

◎ディ ジ タ ル計算機用磁気テ
ー

グ

の

ン

記プ

◎電 子 管 用 衝 撃 試 験 機 に つ

◎中国電力株式会社納100kV/3×125mmOFケ

日 立 評 論 祉 東京都千代田区丸の内1丁目4番地 振替口座東京71824番

株式会社オーム社書店 東京都千代田区神凹錦町3丁目1番地 振替口座東京20018番
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